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フ
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ー
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伊
　
藤
　
正
　
子

統
計
に
基
づ
い
た
女
性
施
策
等

12

実
施
す
る
。

　そ
の
結
果
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
行
為
者
に
対
し
て
し

っ
か
り
と
指
導
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
懲
戒
処
分
を
行

う
な
ど
適
正
な
措
置
を
講
じ

る
。

質問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
取
組

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の

自
転
車
の
活
用
は
、
評
価
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
自
転

車
で
安
全
・
安
心
に
移
動
で

き
る
走
行
空
間
の
確
保
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
活

用
は
、
居
住
を
誘
導
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
多
様
な
移
動
手
段
の

確
保
に
よ
る
市
民
の
暮
ら
し

や
す
さ
の
向
上
に
努
め
る
。

質問

自
転
車
活
用
の
推
進

質問

活
力
溢
れ
る
職
場
づ
く
り

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
各
施
設
へ

の
移
動
が
容
易
に
な
る
こ
と

か
ら
、
市
が
進
め
て
い
る
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
も

通
じ
て
、
交
流
人
口
の
拡
大

等
に
よ
る
川
越
東
部
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

質問

奨
学
金

質問

川
越
東
部
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
女
性
の

参
画
を
促
進
し
、
女
性
の
視

点
が
施
策
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質問

Ｇ
Ｗ
10

連
休
へ
の
対
応

質問

市
民
の
声
を
入
れ
た
施
策

ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ

る
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
心
の
豊
か

さ
や
生
活
の
質
を
重
視
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　一
人
一
人
が
環
境
に
つ
い

て
常
に
意
識
し
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
関
心
を
持
っ
て
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
、
周
知
・
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問

地
球
温
暖
化
対
策

質問

依
存
症
対
策

対
し
て
、
勧
奨
と
再
勧
奨
を

し
っ
か
り
と
実
施
し
全
体
接

種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

肝
要
と
考
え
て
い
る
。

　そ
の
上
で
、
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
５
年
後
の
経

過
措
置
終
了
に
向
け
て
、
任

意
接
種
の
助
成
制
度
全
体
の

見
直
し
を
図
る
中
で
、
再
接

種
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質問

が
ん
検
診

質問

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

問
職
員
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
相
談
、
訴
え
が
あ
っ
た
が
、

行
為
者
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

し
た
と
の
認
識
が
な
い
場
合

の
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
総
務
部
長

　行
為
者
に
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
の
認
識
が
な

い
場
合
も
、
職
員
か
ら
の
相

談
、
訴
え
が
あ
る
以
上
、
川

越
市
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
の
指
針
に
基
づ
き
、
相
談

者
か
ら
の
同
意
の
下
、
慎
重

に
事
実
確
認
お
よ
び
調
査
を

問
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
い
て
、

自
転
車
活
用
と
連
携
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
市
計
画
部
長

　都
心
核

や
地
域
核
の
駅
周
辺
の
都
市

機
能
の
充
実
を
図
り
、
周
辺

の
居
住
誘
導
区
域
か
ら
そ
れ

ら
の
施
設
へ
移
動
し
や
す
い

公
共
交
通
軸
で
結
ば
れ
た
都

市
構
造
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
公
共
交
通
に
よ
る
移
動

問
南
古
谷
駅
北
口
が
開
設
さ

れ
る
と
、
駅
北
側
に
広
が
る

川
越
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
。
北
口
開

設
が
川
越
東
部
地
域
に
も
た

ら
す
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
都
市
計
画
部
長

　南
古
谷

駅
北
口
開
設
に
伴
う
都
市
基

盤
整
備
を
段
階
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る

こ
と
で
、
伊
佐
沼
や
埼
玉
医

問
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
多
様
な
生

き
方
が
選
択
で
き
る
よ
う
女

性
の
視
点
を
施
策
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

川
越
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
市
民
部
長

　本
市
で
は
、

現
在
、
第
五
次
川
越
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
の
推
進
に
努

め
て
い
る
。

　あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

問
地
球
温
暖
化
対
策
の
目
標

達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
環
境
部
長

　再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
や
、

市
民
や
学
校
教
育
へ
の
環
境

に
係
る
取
り
組
み
、
さ
ら
に

事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組

む
中
で
、
経
済
発
展
や
生
活

の
質
を
維
持
、
向
上
さ
せ
な

が
ら
も
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
モ
ノ
や
エ

問
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
２

度
目
の
接
種
に
対
す
る
助
成

金
の
要
望
を
市
民
よ
り
受
け

た
。
接
種
後
５
年
が
経
過
し

再
接
種
す
る
場
合
の
公
費
助

成
に
対
す
る
市
の
考
え
は
？

答
保
健
医
療
部
長

　当
初
か

ら
導
入
さ
れ
た
５
歳
階
級
を

対
象
と
し
た
５
年
間
の
経
過

措
置
は
、
年
明
け
に
急
き
ょ
、

さ
ら
に
５
年
間
の
延
長
が
決

ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
ず

は
、
こ
の
経
過
措
置
延
長
に
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組

13

公
　
明
　
党

近
　
藤
　
芳
　
宏

自
転
車
政
策
の
推
進
を
！
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公

明

党
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に
つ
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て
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開
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果
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公

明

党

小
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哲
　
也

２
度
目
の
接
種
に
も
助
成
金
を
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